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あっぱれ！“TEAM FUKUOKA”

最終日の陸上競技４種目を終え、福井県営陸上
競技場にて、福井国体の総合閉会式が行われた。

本県は、平成２７年和歌山国体以来３年ぶりの天

皇杯８位入賞、平成２５年東京国体以来５年ぶり皇
后杯８位入賞を果たすことができた。

本年５～８月に鹿児島県で開催された九州ブロッ

ク大会における「本国体代表権獲得数の少なさ」や

「代表権獲得順位の低さ」などからすると、ここまで
の結果は予測しずらかったと言える。

詳しい国体戦績の分析等については、１１月１３日

に開催される『国体解団式』の折に、話をさせていた

だくが、多くの競技団体の中・長期的強化方策や当

年度強化が成功し、多くの選手たちが最後の最後

まで粘り強く戦い抜くことができたことが、今回の「８
位入賞」の勝因の１つであることは言うまでもない。

県選手強化推進実行委員会としては、天皇杯に

おける９位北海道との「約６０点差」、皇后杯におけ

る９位兵庫県との「１点差」の持つ価値やその要因

等についても多角的な分析を行い、全ての競技団

体の今後の普及・強化活動に、少しでもアイディア
につながるものを見いだしていきたいと考える。

天皇杯・皇后杯ともに８位入賞！

順位 都道府県名 獲得点 順位 都道府県名 獲得点

1 福井県 2896.0 1 福井県 1462.5

2 東京都 2246.0 2 東京都 1280.5

3 大阪府 1880.0 3 大阪府 1046.0

4 埼玉県 1825.5 4 愛知県 1007.0

5 千葉県 1708.5 5 埼玉県 957.5

6 愛知県 1687.5 6 神奈川県 884.0

7 神奈川県 1611.0 7 千葉県 830.0

8 福岡県 1468.0 8 福岡県 815.0

9 北海道 1407.25 9 兵庫県 814.0

10 兵庫県 1312.5 10 愛媛県 763.0

男女総合成績順位【天皇杯】 女子総合成績順位【皇后杯】

総合閉会式に参加した県選手団

２競技が競技別天皇杯を獲得！

本年度は、競技別男女総合成績において、本県

のバスケットボール選手団とラグビーフットボール

選手団が、それぞれ天皇杯を獲得した。また、２位

に入った剣道や自転車競技を含め、本県の「得意
競技」の活躍も、今年のTEAM FUKUOKAの躍進を

支える存在であった。


